
iOS におけるハイブリッドアプリケーションの開発支援

齋 藤 暢 郎 † 小 出 洋 ††

モバイル端末及び，タブレット端末用の OS である iOS は，ユーザーが任意にアプリケーション
を追加することで，PC と同様に，端末の機能を拡張できるという特徴がある．このアプリケーショ
ンは，AppStore からインストールするネイティブアプリケーションと，Safari 等のブラウザ上で動
作するWeb アプリケーションの二種類に分類することができる．Web アプリケーションは Apple
社による審査が必要ないという利点がある反面，利用できる API の種類や動作の自由度が限定され
るため，Web アプリケーションの品質やユーザーエクスペリエンス (UX) はネイティブアプリケー
ションと比較して一般的に大きく劣る．ネイティブアプリケーションの一部にWeb アプリケーショ
ンを組み込む事で，アプリケーションの UXを維持しつつ，審査にかかるコストを下げるハイブリッ
ドアプリケーションと呼ばれる開発手法も存在する．現在，ハイブリッドアプリケーションの多くは
Web-ネイティブ間の複雑な連携を確立しているものは少ない．これはWeb-ネイティブ間の連携を実
現するとプログラムソースが煩雑になる，iOS のWebKit に対しての理解がないと実装ができない
等の原因が挙げられる．Web-ネイティブ間の複雑な連携が簡単に実装できれば，ハイブリッドアプ
リケーションの開発効率が向上するものと考え，JavaScript に Objective-C のコードを呼び出す関
数を実装する事のできるフレームワークを実現した．また，そのフレームワークを利用した拡張ブラ
ウザアプリケーションを実装して，Web アプリケーションを実行することにより，Objective-C で
記述された API の動作を確認した．

Nobuo Saito † and Hiroshi Koide††

iOS, the OS for mobile or tablet device has feature as with PC that there users can add
any application, and extend the functionality of the terminal. This application is divided
to native application that installed from AppStore, and Web application that run on the
browser such as Safari. Web application has advantage that do not need to be reviewed by
Apple.inc, but the degree of freedom of movement and type of API that can be used is lim-
ited, the user experience (UX) and quality are generally compared to the native application
of Web applications it is inferior to. Development methodology native application incorpo-
rating Web application called hybrid application. The hybrid application can maintain UX
of the application while lowering the cost of update. Currently, there are only few hybrid
application that establish a complex cooperation between Web and native. The cause of this
is something like the following: if you implement cooperation between web and native, the
program source becomes complicated, or If you have no understanding of WebKit for iOS,
you can not implement it. In this study, I made the framework that can implement a function
that calls the code in Objective-C to JavaScript, because if we can be coordination complex
between Web and native easily, efficient development of hybrid application is improved. In
addition, I implemented extended browser application that using the framework, and ran the
Web application on the application, verified the operation of the API, which is written in
Objective-C.

1. は じ め に

iOS向けにアプリケーションを開発する場合，ハイ

† 九州工業大学 情報工学部
Kyushu Institute of Technology

tarunon@klab.ai.kyutech.ac.jp

†† 九州工業大学 大学院情報工学研究院
Kyushu Institute of Technology

hiroshi@klab.ai.kyutech.ac.jp

ブリッドアプリケーションを開発するという選択肢は
幾つかの大きな利点がある．例えば，HTMLのプログ
ラム資産をそのままネイティブアプリケーションで活
かせるといった事や，サーバー・クライアントモデル
が容易に構築できる，或いはアップデートにかかる審
査のコストが比較的軽く済むといった事が挙げられる．
しかし，利点の中で最大といっても差し支えない，Web

環境とネイティブ環境の連携は，現在多くのハイブリッ
ドアプリケーションで実現されておらず，一部のアプ
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リケーションしか実現できていない．PhoneGap1) 等
の既存のフレームワークを用いる事で，一部の Cocoa

Touch2) の APIを JavaScriptから呼び出すことは可
能であるが，任意の処理をObjective-Cで処理したい
等のニーズには応えにくい．既存のフレームワークを
用いずに独自にWeb-ネイティブ間の連携を実現しよ
うとなると，JavaScript・Objective-C双方のプログラ
ムソースが煩雑になったり，或いはWebKitの知識が
無ければ実装すらできないといった問題が発生してい
た．本研究では，JavaScriptからObjective-Cのコー
ドを呼び出すためのフレームワークとして，JS2ObjC

を開発した．JS2ObjCは，JavaScriptに任意の関数
を追加し，その関数を呼び出すことでObjective-C側
で登録した操作を行い，結果を JavaScriptで受け取る
といった相互的な連携を実現する．また，JS2ObjCを
利用したアプリケーションを開発し，JavaScriptから
Objective-Cのコードを動作させることが可能である
ことを確認した．本論文の構成は以下のとおりである．
第 2 章では，JavaScript と Objective-C における言
語間の連携手法について説明し，第 3章では，本研究
で開発したフレームワークである JS2ObjCの機能及
び実装方法を紹介する．第 4章では，JS2ObjCを搭
載した拡張ブラウザアプリケーションの動作を検証し，
第 5章では，類似のフレームワークである PhoneGap

との比較を行い，そして第 6章で本研究についてのま
とめと課題を述べる．

2. JavaScriptと Objective-Cにおける言
語間の連携手法

本研究の根幹は，JavaScriptのコードからObjective-

C のコードを呼び出すという点である．これにより，
Web-ネイティブ間の連携が可能となり，ハイブリッ
ドアプリケーションの利点をより活かせるものと考え
る．これを実現するには，JavaScriptとObjective-C

のコードの間で，相互通信を行う必要がある．本章
では，Objective-Cから JavaScriptの関数を，また，
JavaScript から Objective-C のメソッドを呼び出す
手法を紹介し，本研究で考案した言語間の相互的な連
携手法，またそれを可能とする iOSにおけるWebKit

の特徴について述べる．以後，JavaScriptの関数/メ
ソッドを「関数」，Objective-C の関数/メソッドを
「メソッド」と分けて表記する．

2.1 Objective-Cから JavaScriptへの接続
Objective-C から JavaScript のコードを呼び出す

ためのプリミティブは，Cocoa Touch でメソッド
として提供されている．Cocoa Touch では，Web

ページを表示する際に UIWebView3) というクラ
スを利用する．このクラスは，WebKit ベースで
Web ページを表示するクラスであり，iOS で Web

ページを表示する機能をもたせる場合はこのクラ
スを利用する．この UIWebView には，開発者及
びユーザーが，任意の JavaScript を実行する為
に stringByEvaluatingJavaScriptFromString:と
いうメソッドが用意されている．これを用いる
ことで，UIWebView を経由し，Objective-C から
JavaScript を実行することが可能である．なお，
stringByEvaluatingJavaScriptFromString:の返り
値は，JavaScriptの実行結果を NSString(Objective-

Cにおける文字列クラス)に格納したものである．数
値や文字列を返すことは可能であるが，テーブルや配
列を返すことはできない．

2.2 JavaScriptから Objective-Cへの接続
一方で，JavaScriptからObjective-Cのコードを呼
び出す方法は，Cocoa Touchの中には含まれていない．
これを実現するには，UIWebViewDelegate4)のメソッ
ド webView:shouldStartLoadingWithRequest:na-

vigationType:を利用する．webView:shouldStart-
LoadingWithRequest:navigationType:は，Webペー
ジが新しい URL を読み込もうとする際に呼び出さ
れ，第一引数に呼び出した UIWebView のインスタン
ス，第二引数に URL やリファラー等の情報を含む
NSURLRequestのインスタンス，第三引数に読み込み
の種類 (リンククリック，フォームの送信等)が格納され
る．このメソッドの返り値はBOOL型で，NOを返し
た場合は URLの読み込みを行わない．JavaScriptか
らObjective-Cへ連携する手段は，事前にこのメソッ
ドに特殊なURLを読み込んだ場合の処理を記述してお
き，JavaScript側でその特殊な URLを読み込むこと
で可能となる．この時のURLは，httpではない特殊な
スキーム，呼び出す関数の識別子，引数の形で実装する
と良い．例えば，objc://function?arg1&arg2&arg3
といった形である．この URL の形は，Objective-C

のクラス，NSURLのメソッド hostや queryを利用し
て，関数名や引数を取得することが可能である．

2.3 WebKitの特徴
JavaScript 側で特殊な URL を読み込む際に，単
に location 変数を変更しただけは期待通りの動作は
行われない．これは，WebKit では location 変数の
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図 1 location 変数を変更した場合は相互的な連携は不可能

変更が，JavaScript の実行後にチェック，読み込み
が行われる事による．この場合，一度の JavaScript

実行に対して，複数回 Objective-C のコードを呼
びだそうとすると，最後の一つのみが実行される
ことになる．その上，Objective-C が動作するのが
JavaScript 実行後であるため，相互的な連携は不可
能である (図 1)．これは，URL の読み込みをリン
ククリックや，インラインフレームの読み込み，新
しいウィンドウの生成とすることで回避が可能であ
る．これらの方法をとった場合，JavaScriptの動作は
webView:shouldStartLoadingWithRequest:navig-

ationType:の終了まで停止する．この手順は，既存の
アプリケーションでも幾つか利用されているものであ
るが，本研究ではこれに加えて，JavaScriptの停止中に
Objective-CからstringByEvaluatingJavaScript-

FromString:を利用し，任意の JavaScript の実行を
割り込ませることが可能であることを確認した (図 2)．
これは，WebKitが JavaScriptの実行やURLの読み
込み等を，全てメインスレッドで逐次実行しているこ
とに依存する．

3. JS2ObjC

本研究では，JavaScriptとObjective-Cの連携を統
括的に管理するために，JS2ObjCと名付けたフレー
ムワークを開発した．JS2ObjCは現在 iOS5.0以降で
動作する．JS2ObjCには，前章で紹介した手法を用
いた 2言語間の連携の他に，2言語間の変数のキャス
トや Objective-Cから JavaScriptの利用を拡張する
ためのクラスが含まれる．本章ではこの JS2ObjCの
機能及び実装方法を紹介する．付録に JS2ObjCのフ
レームワークを添付したので，利用や詳細な実装につ
いては参考にされたい．

3.1 JavaScriptと Objective-Cの接続機能
Web側に URLを呼び出す為の JavaScript関数を
設置し，ネイティブ側に URLを解釈するインタプリ
タを実装することで，Web-ネイティブ間の連携が可
能となる．このWeb・ネイティブ双方への操作を統括
的に管理するのが JS2ObjCの役割である．JS2ObjC

では，メソッド addJSFunctionName:usingBlock:

を利用することで，任意の Objective-C のブロッ
ク構文 (Objective-C における関数オブジェクト)
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図 2 新しい window を生成する場合は任意に JavaScript を割りこませることが可能

を JavaScript の関数に紐付けることができる．
addJSFunctionName:usingBlock:を呼び出すと，N-
SDictionary(Objective-Cにおけるテーブルクラス)

の関数テーブルに関数名をキーとしてブロック構文
が登録される．このブロック構文は JavaScript 側
で対応する関数が実行された際に呼び出され，第
一引数に JavaScript の引数を並べた NSArray，第
二引数に JavaScript を実行した UIWebView が与え
られる．対応する関数からブロック構文を呼び出す
方法は，A タグを生成してクリックイベントを発
生させる手法を採用した．A タグが持つ URL の
規定は JS2ObjC://Function/ID?Argumentsである．
Function は関数名であり，関数テーブルからブロッ
ク構文を取り出すキーとして利用される．IDは，ペー
ジ読み込み毎に JavaScript で生成されるランダム
な文字列で，インラインフレーム等からの操作を
阻止する役割を持つ．Arguments は JavaScript 側
で与えられた引数で，引数を配列として JSON 文
字列化したものである．これをパースして NSAr-

rayに格納し，ブロック構文の第一引数に与える．ま
た，ブロック構文の返り値は JavaScript 側で関数の

実行結果として受け取る事が可能である．これは，
JS2ObjC で設定した JavaScript の関数を呼び出し
た際に，JavaScript のグローバル変数に呼び出した
関数自身を一時的に格納し，このグローバル変数から
関数内のプロパティを参照し，ブロック構文の返り値
を stringByEvaluatingJavaScriptFromString:を
利用して代入することで実現している．(図 3)．

3.2 クラスに対する拡張機能
JavaScriptは new演算子を用いることで，関数を
クラスとして利用することが可能である．JS2ObjCで
は，JavaScriptにおいて JS2ObjCで実装した関数を
クラスとして利用する場合，クラス内への関数や変数
の実装を支援する機能を持っている．JSClassインス
タンスに対して addJSFunctionName:usingBlock:を
呼び出す事で，JavaScript のクラス内に関数を追加
して実装できる．JSClass は，JS2ObjC のスーパー
クラスであり，addJSFunctionName:usingBlock:の
返り値としてインスタンスを得る．JSClass イン
スタンスに対してこのメソッドを呼び出した場合，
prototype を利用して，JSClass インスタンスに対
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図 3 JS2ObjC で追加した関数の動作イメージ

図 4 JSClass インスタンスでメソッドを呼ぶと，その prototype

に関数が実装され，関数テーブルのキーは prototype を含め
たものとなる．

応する JavaScript クラスに関数を追加する．(図
4)． また，UIWebViewに setJSProperty:forKey:，
jsPropertyForKey:，jsSelfObjectのメソッドを実
装した．これらは全てaddJSFunctionName:usingBl-

ock:に与えたブロック構文内で利用するもので，
setJSProperty:forKey:によりクラス変数の追加，編
集，jsPropertyForKey:で任意のクラス変数の取得，
jsSelfObjectで関数の呼び出し元を参照する事がで
きる．

3.3 JavaScript と Objective-C 間における変
数のキャスト

JS2ObjC では JavaScript と Objective-C の間に
おいて，テーブルや配列での値の受け渡しを可能
とするため，双方向で の変数のキャストをサポー
トしている．JSON を利用することで，JavaScript-

Objective-C間において，Arrayと NSArray，Object
と NSDictionaryをそれぞれ変換することを可能とし
た．Objective-C側では NSJSONSerialization5) を
利用し，JSON文字列からObjective-Cのインスタン
スを生成する．JavaScript側では，stringByEvaluat-
ingJavaScriptFromString:で JavaScript を実行す
る際に JSON 文字列の評価が行われるので，特に実
装する必要はない．JSON文字列の生成は，次項に記
述している関数の実行を実現するため，JSONフレー
ムワークのものではなく自作の関数で行った．変数が
循環構造を持つ場合は JSON 文字列を生成すること
ができない．

3.4 JavaScript関数を実行するための拡張機能
JS2ObjC では，JavaScript 側から関数の引数と
して，別の関数を与える場合を想定し，JavaScript

側から受け取った関数を実行するためのクラスとし
て JSFunction クラスを実装した．JSFunction ク
ラスは JSClass のサブクラスであり，インスタン
スの生成時に関数名と動作する UIWebView イン
スタンスを与える．メソッド runWithArguments:，
makeNewValue:withArguments:で，JavaScript側で
関数として実行，或いはグローバル環境にインスタンス
を生成することができる．関数として実行した場合は，
Objective-C側で返り値を処理するため，前項の変数
のキャストを用いて値を変換する．JSFunctionインス
タンスに与える関数名は，グローバル環境から参照で
きる必要がある．JavaScript側から関数を受け取る際
に，一次関数や局所関数を受け取った場合，グローバ
ル環境から参照することができなくなるが，JS2ObjC

では JSON文字列を生成する際に，オブジェクトが関
数であった場合に，グローバル変数に用意した配列に
一度格納して，その変数名を JSON文字列に含めるこ
とでこれを回避している．(図 5)．Objective-C側で
JSONをパースした後に，生成されたインスタンスを
探索し，この変数名が含まれる場合，JSFunctionイ
ンスタンスを生成して置換する．この JSFunctionイ
ンスタンスを runWithArguments:メソッドに引数と
して与えた場合，JSON文字列を生成する際に関数名
をダブルクオーテーションで囲まずに含めることで，
JavaScriptで解釈した際に関数として扱うことが可能
となる．また，JSFunctionクラスが開放される際に，
JavaScript側に通知を投げ，関数を格納する配列のイ
ンデックスに対して不使用フラグを立て，次の関数を
格納する際に再利用することで効率を改善している．
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図 5 引数に関数を含む場合の処理．

3.5 Method Swizzlingによる開発者の負担軽減
前章でも述べたように，JS2ObjCの実装にあったっ
て，UIWebViewDelegateのメソッド，webView:shou-
ldStartLoadingWithRequest:navigationType:に
おけるURLの監視は必須である．しかし，UIWebViewDe-
legateは，開発者によって任意に設定したいものであ
り，そのそれぞれのwebView:shouldStartLoadingW-

ithRequest:navigationType:に開発者自身の手に
よって URL判定用のメソッドを差し込むのは僅かで
はあるが手間である．JS2ObjCでは，この手間を無
くすために，Method Swizzling(http://cocoadev.

com/wiki/MethodSwizzling 2012/09/05確認)を利
用した．Method Swizzlingとは，実装済みであるメ
ソッドを，任意のメソッドと入れ替える事のできる
Objective-Cのプログラミング手法である．Objective-

C では，クラスが保有するメソッドはメソッド名を
表す SEL と，メソッドを実行する C の関数であ
る IMP で構成されている．Method Swizzling で
は，2 つのメソッドにおいて，お互いの IMP を交
換することで，メソッドの入れ替えを実現してい
る．JS2ObjCでは，インスタンスの初期化時に，こ
れを利用して UIWebView の 2 つのメソッド，init

と setDelegate:を Swizzling する．init はインス
タンスの初期化メソッドである．これを呼び出した
際に，UIWebViewDelegate に JS2ObjC を設定し，
stringByEvaluatingJavaScriptFromString:により
登録されたJavaScript関数を読み込む．setDelegate:
はデリゲート指定メソッドである．これを呼び出し
た際に，第一引数に指定されるデリゲートのインス
タンスが格納されているので，デリゲートクラスの
webView:shouldStartLoadingWithRequest:navig-

ationType:を Swizzlingする．また，デリゲートクラ
スに対してのMethod Swizzlingでは，クラスが複数
個ある場合も考えられるので，入れ替えるメソッドをク

図 6 UIWebView と UIWebViewDelegate の Method

Swizzling

ラス毎に動的に追加している．JS2ObjCと UIWebView

のインスタンスを初期化するとメソッドの動きは図 6

の様になる．JS2ObjCのインスタンスの初期化により，
UIWebViewのメソッドがMethod Swizzlingされ，こ
の状態で UIWebViewのインスタンスを初期化すると，
UIWebViewDelegateに JS2ObjCインスタンスが設定
され，さらに JS2ObjCクラスの UIWebViewDelegate

メソッドがMethod Swizzlingされる．入れ替えたメ
ソッドを呼び出す場合，入れ替えたメソッドの最初か
最後で必ずオリジナルのメソッドも呼び出すので，プ
ログラムの動作に支障をきたす事はない．

3.6 JavaScript関数の設置方法
JS2ObjCは登録した JavaScriptの関数をWebペー
ジ内に追加する機能が必要である．これを実現する
ために，URL loading system 内に例外処理を追加
した．Cocoa Touchの URL loading system6) では，
何らかのクラスが URL からデータを呼び出す場合
に，NSURLProtocol7) インスタンスを生成し，デー
タをダウンロードする．この NSURLProtocolは，ク
ラスメソッド registerClass:に NSURLProtocolサ
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図 7 JavaScript の処理の時系列

ブクラスを与えることで，任意のプロトコルを実装
することが可能となっている．NSURLProtocol サブ
クラスのクラスメソッド，canInitWithRequest:内
に通常の URL として読み込まないものとして分
類することで，URL loading system に例外を追
加することができる．JS2ObjC では，例外として
パスが js2objc.js であれば，リンク先からダウン
ロードせずに JS2ObjC インスタンス内で生成した
JavaScript の文字列を読み込む様にプログラムして
いる．これにより，JS2ObjC を利用する Web ペー
ジのHTMLに，<script type="text/javascript"

src="js2objc.js"></script>を記述するだけで JS-

2ObjC で実装した機能が利用できるようになる．
また，開発者及びユーザーが，任意の Web ペー
ジにおいて JS2ObjC の機能を利用することも
考えられるので，UIWebViewDelegate のメソッド，
webViewDidFinishLoading:を Method Swizzling

し，その中でstringByEvaluatingJavaScriptFrom-

String:を利用してページ読み込み後に JavaScript関
数を追加する方法を併用した．ただし，webViewDidFi-
nishLoading:を Method Swizzling する方法のみで
実装した場合，図 7 の様に，ページ内の JavaScript

の処理や，onload イベントが完了してからページ内
に JS2ObjCで実装した関数が追加されるので，この
方法のみで実装するのは不適切である．

4. 拡張ブラウザアプリケーション

前章で紹介した JS2ObjCフレームワークを利用し，
JavaScriptから Cocoa Touchフレームワークの一部
を利用できる拡張ブラウザアプリケーションを開発し
た．本章ではこの拡張ブラウザアプリケーションの追
加機能と，実装における注意点を紹介する．拡張ブラウ
ザアプリケーションの追加機能である JavaScriptは，
基本的に引数の省略はできない設計とした．JS2ObjC

を利用することで，拡張ブラウザアプリケーションは
簡易に JavaScriptから Cocoa Touchの機能を呼び出

図 10 localNotification 関数の動作例

すことを実現している．実装した機能のうち，比較的
簡単なコードを紹介する．図 8は，JavaScriptにバッ
テリー APIを実装しているものである．単純な API

のバイパスであれば，JS2ObjCを利用することで非
常に簡単に実現することが可能となっている例である．
図 9は，通知センターを利用する関数を作成してい
るものである．通知をタップした場合に，notifyAc-

tionsテーブルから通知のハッシュ値をキーとして参
照し，JSFunctionクラスを取り出し実行する設計と
なっている．通知センターを利用できたか否かで，返
り値を変化させ，Webアプリケーション側でこの結果
を用いて分岐することを可能とした．アプリケーショ
ンがバックグラウンドにある場合，図 10の様に通知
が表示される．
図 11 は，UIActionSheet を表示する関数を作成
しているものである．BlockActionSheet はブロッ
ク構文でボタンに対応するアクションを記述できる
UIActionSheet のサブクラスである．この関数は，
UIActionSheet の処理が完了するまで，45-47 行目
で NSRunLoopを用いて JavaScriptの動作を停止させ
ている．JS2ObjCでは，NSRunLoopを用いることで
任意に JavaScript の動作を停止させ，その間に別の
UIを動作させることが可能である．actionSheetを
利用することで，図 12 の様に UIActionSheet を利
用することができる．
これらのフレームワークは，Safari 上で動作する

Web アプリケーションでは利用することのできない
ものである．JS2ObjCを利用し，事前に APIを準備
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図 8 JS2ObjC による JavaScript 拡張例 1

図 9 JS2ObjC による JavaScript 拡張例 2

図 11 JS2ObjC による JavaScript 拡張例 3

しておく事で，JavaScript から Objective-C のコー
ドを呼び出すことに成功した．こういったWeb-ネイ
ティブ間連携を利用することで，ハイブリッドアプリ
ケーションのプログラムの可能性は飛躍的に向上する
と考えられる．

5. PhoneGapとの比較

本研究と類似したフレームワークとして，Adobe社
の PhoneGapが挙げられる．PhoneGapは HTML5

で作成したWebアプリケーションを，iOSやAndroid

等，マルチプラットフォームに対応したネイティブア
プリケーションへパッケージングするためのフレーム
ワークであり，JavaScriptを拡張して，Cocoa Touch

のAPIを呼び出す，或いはプラグインを開発し任意の

Objective-Cのコードを実行することが可能となって
いる．PhoneGapと JS2ObjCが大きく異る点は，拡張
した JavaScript関数が同期的な実行が可能であるか否
かという点である．PhoneGapで拡張した JavaScript

関数は，返り値を持たず，実行結果はコールバック関
数に引数として格納される非同期的な実行である．一
方，JS2ObjCは拡張した JavaScript関数は返り値を
持ち，コールバック関数を必要としない同期的な実行が
可能である．JS2ObjCはこの点において，JavaScript

では PhoneGap よりも短くコードが書けるという利
点が挙げられる．これは JavaScript と Objective-C

間の通信方法に違いがあるためである．JS2ObjCは
前述のとおり，A タグに対するクリックイベントを
webView:shouldLoadRequest:navigationType:で
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図 12 actionSheet 関数の実装，動作例．

フックする方法を用いているが，PhoneGap では
XMLHttpRequestを用いてデータをリクエストのヘッ
ダーに埋め込み，これを NSURLProtocolで処理する
という方法を採っている．NSURLProtocol での処理
中は，JavaScript の動作を停止させることはできず，
このためコールバック関数が必要となっている．また，
処理中に別の処理を実行させないために，関数キュー
が必要となるなど，複雑な実装となっている．また，
Web環境に JavaScript関数を追加する方法も異なる．
PhoneGapでは別途 JavaScriptのファイルを読み込
んでいるが，JS2ObjCは前述のとおりフレームワー
クが JavaScriptの文字列を生成し，js2objc.jsを参照
することで URLローディングの代わりに文字列を読
み込む仕様となっている．これにより，JS2ObjC は
プログラム実行中の動的なフレームワークの変更に対
応することが容易となった．

6. お わ り に

本研究で開発した，JS2ObjCを利用することで，簡
単に JavaScriptのコードから Objective-Cのコード
を呼び出し，相互的な連携を取ることが可能となった．
また，それを応用し，いくつかの Cocoa Touchのフ
レームワークを組み込んだWebアプリケーションか
らコントロールすることが可能であることを確認した．
JS2ObjCを利用することで，ハイブリッドアプリケー
ションにおけるWeb-ネイティブ間の連携が非常に簡
単に設計できるようになる．本研究の課題を以下に挙
げる．

・言語間通信の拡張
本研究では，カメラモジュールやObjective-Cで記述
された画像処理系のフレームワークと JavaScript と
の連携は実装できていない．現段階の JS2ObjC は，
JavaScript のコードと Objective-C のコードの通信
が文字列に限られているので，これらのフレームワー
クを利用する場合は，画像を JSON 化して通信する
か，アプリケーションが Objective-C とサーバーと
の間で直接通信を行うか，アプリケーション自体を
サーバー化し，Webアプリケーションからアクセスす
るような形で実装する必要がある．JS2ObjCにサー
バー機能を実装することで，より高度なフレームワー
クの利用を可能にすることが期待できる．現在の実
装では，JS2ObjCが生成した JavaScriptの文字列を
js2objc.js として読み込む際に NSURLProtocol を利
用し，URL loading systemに例外を追加しているが，
これを応用することでObjective-Cで生成したデータ
を，XMLHttpRequestを利用してWeb側で取り出す
ことが可能となる．

・プラグインの実装
PhoneGapは豊富なプラグインを有しており，アプリ
ケーションを作成するための地盤が完成しているのに
対して，JS2ObjCはその基礎しか実装できていない．
同期的な実行が可能という利点があっても，プラグイ
ンが無ければ開発には利用しにくい．今後は Cocoa

Touchの APIと接続するプラグインを実装し，これ
を提供していきたいと考えている．
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付 録

A.1 JS2ObjC

https://github.com/tarunon/JS2ObjC
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